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　　　　凹凹課観翻報告　Report，　rWeteor　Section（42）

　　　　　　　　　課長　小嶺孝二艮β（K・K・m・ki）

　多忙であった1932年の獅子座流星の観測を終へて，流星課はほっと一息といふとこ

ろである・本年1月及び2刀の1観測はやNさびしいといふ感がしなv・でもない・しかし

銚眼佐野君は盆々精勤に，着々成績を攻められてみるし，東京の勝君，長野の八幡君

も立派な観測をなされてるる・本邦襯測角北門の守護下保君の襯測が今回は極めて貧

弱であったが，何分にも零下十数度といふ卸しい寒さなので期待する我々が無理であ

らう．

　次に新襯測者高垣孝一君を紹介する・同君は私と同郡の有田郡石垣村の方であるが，

鋭い血便をもたれて居り観測も熱心であるから，今後は時々立派な襯測を得られ様と

思ふ．

　この外に堂島縣の吉井耕一君から昨年9Aよリユ2月に亘って甚だ多数の槻測を橋戸畠

されたが表中には省いてある．

　　　　　　　流星騨の出現嵌況　（N。tes。n　aPparitions　of　swa「ms）

　1・i月上旬の四秀儀座流星群　（Quadrantid　shower　in　5rst　decade・Ja，nuary）

　本年の四分儀流星の槻測は月の邪魔が全くなく，叉天候も概して良好であった爲佐

野，勝，八幡，笹部，本田．高垣，同職の諸君及び筆者によって可成りよく途行され

た・其の結果によれば，1日より5日までの5日間に亘って出硯を認めることが出來た・

出現数の最も多撒であったのは，3日早暁であったが，流星の光度は概して低かった

様である・4日晩にも可成りの流星が見られたが，この時は幽現藪は前日より少藪で

あったのに似ず，光度は一般に明るかった檬である・3日朝の太陽の黄経は約202・0度

4日は203．0である黒馬から，紳田清氏の極大に關する意．見にしたがへば，眞の極大は日

本になく欧来あたIJにみとめられたものであらう・輻射鮎は数個求められてみるが，

例によって輻射面積は虚いものであり叉槻五山の結果も充分一致してみな）・ので移動

を確認するtrcは至らなかった・しかし佐野君は微光流星の立中から不確ながら，東方
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移動を見られてるるのは大きな赦穫である・筆者は4日曉寓虞撮影をこXうみたが，大

光度の流星が寓眞の領野を僅かはずれてみた爲失敗に終った・

　2・莫他の流星群　（other　swarms）

　佐野君は1月下旬より2月下旬に亘って牧夫座北部に輻射鮎を有する牧夫座流星群

（λ一Booti・りを2月1日に襯測されてるるが1時間10個（4等以上のみで）を認められてみる

東京市の勝君は前日1刀31日の観測に1個を，佐野君は2月3日に2綴を観測されてるる

襟である．

　同じく佐野君は2．月2日及3日の広言に亘って乙．女座に輻射鮎遼有する一流星群

（Virginid）を上蓋されてるる．ヌ．勝：君は！月31日早曉に牧：夫座南部δ附近に輻射黒闇を有

する一流星群（δ一BooLid）を見られてるる．

　　　　　　観測者，観測地及び観測数　（SUmmary　for　Jan・and　Feb・）

襯　測
Obsersrer

小旗孝二郎

高垣孝一
若林ff　一

橋本
本田

佐野英生
勝　修三
八幡修一

下保

吉井耕一
阪元逆馬

者 略符 槻　測　地 ＋一月 November

@　　一　『
＋二月 December

r Ab1， LOCality 回数 時間数 流星藪 回数 時間数 流星数
Niσ11ts　こ》 Duration Meleo燭 NigDts Duration Metcors

『
郎 KO 和歌山縣金屋 2 260 81

一
Tg 和歌山縣鳥屋城 2 260 56

一 wk 和歌山縣鳥屋城 1 140 75

逼 Hδ 兵庫縣相生 2 50 1

實 Hd 鳥取縣八東
1 180 36

生 Sn 山梨縣均延 14 720 266 7 340 131

三 Kt 東京市芝匪 2 170 17 1 90 6

一 Yw 長野縣李野 3 33G 89

茂 K：h 札　幌　市 1 2⑪ 0

＿’
Ys 廣島縣竹原町 ヱ 6 1 2

馬 Sk 輻岡縣箱崎 ！
2 90 1

観測の概略　（Dailアsummary　of　observati⊂lns）
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備考　単三Qは四分野流星群を示す．Q二Quadrantids

　　Snの観測巾（）内は4等以上の流星を示す・MeteQrs　brighter　than　4th　Mag・

　　時刻は日本標準時（J．c．T、）にて示す・

　　（1、）24個中7個は経路の記錐なし，休15分，Q＝9・21　Paths「ec’d・

　　（2，）54個中31個のみ輕路記録，休20m　Q＝17・31　Paths「ec’d・

　　　（3，）27個中13個のみ鳥路記錐，休15m　Q＝10・13　paths　rec’d・

　　（4，）軍に藪へたるのみ休20皿，Q・＝44，　C）nly　C・unt・d・

　　（5，）13個中9個のみ経路相懸，（2・一4・9Paths　rec’d・

　　（6，）　δ一Bootid二5．

　　（7，）　）．一Bootid＝：t18．

　　　　　　　観測されたる大流星　（Bright　Moteor　observed）
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備考　　Q，四分儀流星群　Quadrantid．

　　㍉停止流星によるBy　Stational’y　meteor．

　　×，輻射黒占の面積大なるものLargely　radiated．

　　　　　　　　黄道光課報告（1933年3月）

　　　　　　　　　　　課長　荒木健兜

　宥の黄道光は先月に引きつNL’h　Lt・て，明るい時であるが，多くの古参観測者の二二に

よると例年より少し見劣りするやうである・甥日照は襯測の好位置にある．襯測者の

総藪は15名で，三って多くの成績をあげ得たことは喜ばし〉・．流星に活躍してみた島

取縣の本田：君が新しく参加し．山陰地方が惑まれた・
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沓掛　七　二
「　Kt

長野縣青木村 3
1

1松　本　武　男 Mt 塁　　申　　市 3

笹部榮一 Sb 大阪府池田町 4 2 1

坂元鐵　馬 Sk 輻岡市外箱崎 1

佐　野　英　生 Sn 山梨縣均延山 2 2

田　端　　實 Tb 四竹州公館 2

渡邊恒夫 Wb 大分縣杵築町 7 3

2，黄道光観測日一寛　（漏壷の下に一線を引いてあるのは暁東天の観測）

13 Wt 2ユ Hr　Kh　Wt
14

HdHrKhK：tSbWt 22 Mt
15 K：h　Tb　Wt 23 Mt
17 Hr　Kb　Kt　Sb　Wt 26 Kh
墨8 Mt　Tb　Wt 28 ArAsHkHrHsKhSbSnWt
19

HdHrKbKhKt　Sb 29 P Sn

　5，　14日の共同欝捌

　本田，渡邊，沓掛三君の間に行はれ，他の諸君の観測と併せ考へると，時刻が薄明

の絡る直後で，少しはや過ぎたのであらう．黄道光はかなりの出現であったから，中

心線位はノ・ツキリとれさうなものが盤加平しかったのは，空が充分暗くなかったため

と思はれる．ただ廣瀬君だけは少し後れてうまくとってみる．この黙は17日にも認め

られる。

　4，　15日の田端君の大墜化の観測

　塁濁でユ9時45分目いふ適當な時刻をとり，それから20時15分・までの問P（，ゆるやか

な浩長と甚だしい攣動を観測してみる・黄道光の外形の南側には認めてみな）・が，北

側及び中心線に認めてみる・光帯は幅／0。あり，不明瞭ながらかなりの明るさであっ

た・その位置は甚だ北偏してみる・この北偏的傾向は同日の下保君の観測にも見られ

てるる．

　5，下保君の外形の響曲の観測

　おそろしく精密な観測者である・15日の20時15分といふやや遅い時刻に，黄道光の

外形の北側に於て，黄纒70。のあたりが外方に凸出してみる・銀河のある部分ではな

）・．この夜空明るく黄道光が黄白色に見えてみる．19日にも僅かに見られ，21日には

見られてるない・爾，窪田君の19日のやや早い襯測にも僅かに見られてるる・

　6，本田君の等光線的観測

　黄道光の池心部分が明るいことは勿論であるが，底部の明るさを特に表してある．

これは黄道光の組成研究に重要な問題である・

　7，黄道以外の枝状光帯の観測
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鏡眼の笹部君の枝光帯は，17日黄経60。あたりから南北爾方にと，頂黒占に近）・140。

あたりから非常に鹿くヒドラ星座の方に旗つたものとが見られた．後者は22時30分頃

にも存してみた．街　この夜笹部君は最光輝部に見事な光澤まで見てみる・更に，19

日と28　Hとに見られてるるが著しいものではない・

　8，i藪申に於ける観測の概略

　二二時刻が不揃であるが，明瞭に見られたのと幅が廣V・のとが特徴で，内地以上の

明るさはない，七二も殆んど認められてみない，銀河のため不明ではあるが，中心線

などから考へて，頂鮎は北偏してみるらし3．

　9・28日の9鴛の観測

　珍しく多くの槻測が集った・西空低く月がある・細いから妨げられないとて早く観

測した人と月浸を待つた人とがある．一般的に見れば黄道光の二黒占は高かった・淺野

君は章魚の頭のやうな項黙附近を得てみるが，双子星座の銀河で苦しんだらしい・

　10，佐野君の29日曉の観測

　佐野君は黄道光の明るさを数字的に表すことを試みてみる・これは非常に困難のこ

とで，多くの誤差が入り易）・・29日曉の藪値は28日立の約四分の一になってみる・曉

が意外に明るかったといへるであらう・

　11，月の黄蓮光について

　笹部君が9日曉と28日宥とに，いつれも酒浸後をとってみる・先づ普通の出現であ

る・9日には頂黒占の北偏が：甚だしい・

　12，封日照観測日一覧

ユ

2

15

Hr　Slc

Sb

Kh

17

18

1
9
，

Kb　Kh　Wt

Kh　X，V・t

Kh

2／

28

29，

Kh

Hi一　Kh　Sh　Wt

Sn

　15，封日照観測の概略

　形はむしろ細長くてあまり大きくない・3月は観測の好期だけあって明瞭には認め

られたが，あまり明るいものでもなかった・獅子座の火星と木星とがかなり妨げてみ

る，． O二は西に二二をとってみる人もある・中心黒占は東北に少し偏してみるらしい・

二元論が明暗部の交錯を詳しくとってみること，笹部君が千手襯音檬のやうに方々に

枝光讐を認めてみること，渡邊君が17日とエ8日とに北方の淡）’光帯をとってみること

下保君が17日に南方に細v・枝を加へてるること，佐野君が29日に東天の黄道光に接練

する面白い光｝階を得てみること等に特に注目する・
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太陽課籍三相塁緻報告（ig55年五月）
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